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かし個人別に見ると、時間が短縮された被験者と、そうでない被験者が
存在した。またほとんどの要素動作の時間も、平均すると短縮されな
かった。しかし一部被験者は改善を施した部分に関係する要素動作に
おいて、従来型より新型全ての時間が短縮された。
 
図3　新型水着（左から新型b、c、f）
図４　主観申告（n=9）*P<0.05、**P<0.01
　この結果について次のように考えた。時間が短縮されなかった被験
者は、従来型水着のように使いにくい道具に対し、予備能力を使ったた
め道具間で差がなかった。反対に時間が短縮された被験者は、予備能力
は使わずに、道具に頼ったため道具間に差があった。予備能力とは道具
の良し悪しに関わらず、ある程度道具を使いこなせる能力である。予備
能力が小さいと道具の良し悪しに影響されやすい。したがって予備能力
が小さい高齢者や障害者には、今回の改善は有効であると予想できる。
5.まとめ
　今回開発した保温水着の大きな特徴は、腕部と脚部に加えた指がか
りである。保温水着は生地が厚く、体に密着する構造であるため、水着を
つかんで引張るという着脱に欠かせない動作が難しい。特に腕部や脚
部は、つかむ・引張るの動作を多く行う部分である。この改善によって
｢水着をつかみにくい・引張りにくい｣といった不快感を軽減することが
できた。また、把持動作が鉤握りに変わったことで、着脱をスムーズに行
えるようになった。この指がかりは、握力が弱い女性、高齢者、子供や障
害者の着脱、さらに介助者の着脱補助における負担を軽減できると考
える。ファスナーについては、大きいサイズに変え、取っ手にテープをつ
けた。指先を細かく使うのが苦手な男性や高齢者でもつかみやすく、つ
まむ力が弱い人でも引き上げやすくなると考える。
　本研究は、高齢者や障害者にとっては着脱しやすく、介助者にとって
は着脱の補助をしやすい保温水着開発のための大きな研究の一部であ
る。今後、製品として製造・販売される際には本研究を基にしたスタイリ
ングが必要である。スタイリングは消費者の購買意欲や、運動を継続す
る意欲を左右する重要なものである。本研究では、動作時間研究に基づ
いて製品を開発し、効果の検証を行った。本研究で得られたデータを基
礎とした場合、外観だけでなくユーザーと製品の関係性にまで踏み込ん
だスタイリングが可能となる。今後は第二段階として、健康な高齢者を
対象とし、第三段階では片麻痺などの障害を持った方や介助者を対象
とした調査と改善が予定されている。自立促進を第一に考え、着脱のし
やすさと外観の両面で満足を目指すことが重要である。
図５　今後の展望
